
お問合せお問合せ
社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 TEL022-225-8476
三井住友海上火災保険株式会社 TEL022-221-3171
株式会社オンワード･マエノ TEL022-762-9915

宮城県内の福祉施設・介護事業者向けの総合補償制度

宮城県地域福祉総合補償制度をご利用下さい
ポイント1
社会福祉協議会の会員
である社会福祉施設、介
護サービス事業者が加
入できます。

ポイント2
地元宮城県で加入手続き・事
故対応・その他アフターフォロ
ーを行いますので安心です。

ポイント3
団体制度のため、有利な
団体割引が適用されてお
ります。（一部適用外）

※この制度の各補償は宮城県社会福祉協議会が保険会社と締結した保険約款により行います。

ご不明の点は
お問合せください！

この印刷物は、植物性油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。
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「福祉みやぎ」は宮城県社協のホームページでもご覧になれます。
また、ご意見、ご感想、とりあげて欲しいテーマなどをお寄せく
ださい。表紙の作品も募集しています。
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作品

作者 就労継続支援Ｂ型事業所 こころや宮城県仙台市青葉区木町１０－３

夢の世界の動物たちと果物の樹

夢の動物たちが果物の樹の実をみん
なで取り分け合っておいしそうに楽しく食べている様子を描いてみました。

作者名 ネコレイト☆モンキー

I n f o rma t i on
県社協掲示板

温かい真心をありがとうございます

下記の方々から本会に寄附金をいただきました。温かい真心に感謝申し上げます。(平成30年12月18日現在)

平成30年10月5日	 株式会社ブリッジさまより　社会福祉事業のために	……………………………… 25,000円
平成30年10月17日	 七十七証券チャリティーコンサート参加者一同さまより　法人のために	……… 42,250円
平成30年11月5日	 株式会社ブリッジさまより　社会福祉事業のために	……………………………… 25,000円
平成30年11月21日	 トヨタハートフルプラザ仙台さまより　法人のために	…………………………… 27,700円
平成30年12月5日	 株式会社ブリッジさまより　社会福祉事業のために	……………………………… 25,000円
平成30年12月13日	 匿名さまより　法人のために	……………………………………………………… 100,000円
平成30年12月18日	 JXTGエネルギー労働組合東北支部さまより　県社協で運営している施設のために	…3,000円

第64回 宮城県社会福祉大会が開催されました！

　平成30年11月7日に第64回宮城県社会福祉大会が仙台サンプラザホールにて開催され（主催：宮城県社会福祉協
議会、宮城県共同募金会、宮城県民生委員児童委員協議会、宮城県身体障害者福祉協会、宮城県手をつなぐ育成会、
宮城県里親なごみの会、宮城県障がい者家族連合会、共催：宮城県）、約1,000余名が参加されました。
　社会福祉関係者が一堂に介し、第一部では永年の功績を称え948人が表彰され、第二部では『明るく・楽しく・あ
きらめない生き方』と題し、辻井いつ子さんの記念講演が行なわれました。

　平成30年9月18日に宮城県へ提出した、国及び宮
城県に対する要望書の回答が平成30年11月20日付け
で届きました。届いた回答は、宮城県社会福祉協議会
ホームページでご覧いただけます。

平成30年度福祉施策に対する要望書の回答をいただきました

　本会では活動の主旨にご賛同いただき、地域福祉の
推進にご協力いただける団体または個人の会員を募集
しています。詳細は本会ホームページ（http://www.
miyagi-stk.net）よりご覧いただけます。

宮城県社会福祉協議会では会員を募集しています



ボ
ト
ル
５
０
０
ｍ
ｌ
の
水
に
対
し
キ
ャ

ッ
プ
２
杯
＝
約
10
ｍ
ｌ
で
塩
素
濃
度
約

１
，
２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
に
な
る
）
に
漬
け

込
ん
で
か
ら
洗
浄
す
る
な
ど
の
方
法
が

有
効
で
す
。

　
治
療
に
関
し
て
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
有
効
な
薬
剤
は
な
い
た
め
整
腸

剤
や
痛
み
止
め
な
ど
の
対
症
療
法
の

み
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
急
性
呼
吸
器
疾
患
で
あ
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
く
し
ゃ
み
、
咳
、
鼻
汁
、

咽
頭
痛
、
痰
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
に
加

え
発
熱
、
全
身
倦
怠
感
、
頭
痛
、
関
節

痛
な
ど
全
身
症
状
を
伴
い
、
そ
の
症
状

の
激
し
さ
か
ら
他
の
ウ
イ
ル
ス
な
ど

を
原
因
と
し
た
「
一
般
の
か
ぜ
症
候

群
」
と
は
異
な
り
「
重
く
な
り
や
す
い

疾
患
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
大

き
さ
が
直
径
80
ｎ
ｍ
～
１
２
０
ｎ
ｍ

の
球
状
粒
子
で
、大
き
く
Ａ
型
、Ｂ
型
、

Ｃ
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も

国
内
で
毎
年
流
行
す
る
の
が
Ａ
型
と

Ｂ
型
で
す
。
A
型
は
さ
ら
に
、
ソ
連

型
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）、
香
港
型
（
Ｈ
３
Ｎ

２
）、
ア
ジ
ア
型
（
Ｈ
２
Ｎ
２
）
な
ど

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
感

染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
を
介
し
て
感

染
し
ま
す
。
一
般
に
潜
伏
期
間
は
１
～

４
日
で
、
急
に
頭
痛
、
悪
寒
、
咳
や
発

熱
の
症
状
が
出
現
し
そ
の
後
、
上
気
道

症
状
、
倦
怠
感
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
の
症
状
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

高
齢
者
、
乳
幼
児
ま
た
は
基
礎
疾
患
を

持
つ
ヒ
ト
で
は
呼
吸
器
合
併
症
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
し
て
か
ら
約

１
週
間
程
度
排
泄
が
続
き
、
こ
の
期
間

の
感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
に
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ

り
新
た
な
感
染
が
起
こ
り
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
４
月
に
メ
キ
シ
コ
で

端
を
発
し
た
Ｈ
１
Ｎ
１
亜
型
（
Ｈ
１
Ｎ

１
ｐ
ｄ
ｍ
０
９
）
に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
大
流
行
の
よ
う
に
、
新
し
い
遺

伝
子
を
獲
得
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
出
現

し
た
場
合
に
、
そ
の
ウ
イ
ル
ス
に
免
疫

を
持
た
な
い
多
く
の
ヒ
ト
が
感
染
す

る
た
め
大
流
行
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
治
療

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
予
防
は
ワ
ク
チ
ン
が
用
い
ら
れ
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
は
症
状
の
軽
減
に
有

効
で
す
が
、
免
疫
の
持
続
は
短
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
治
療
薬
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
使
用

さ
れ
て
い
た
、タ
ミ
フ
ル
、リ
レ
ン
ザ
、

イ
ナ
ビ
ル
の
他
に
今
年
か
ら
ゾ
フ
ル

ー
ザ
が
新
た
に
保
険
適
用
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
薬
は
吸
入
タ
イ
プ
の
イ

ナ
ビ
ル
と
同
様
に
１
回
の
服
用
で
治

療
が
完
結
し
ま
す
。
し
か
し
、
他
の

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
と

同
様
に
、
発
症
後
48
時
間
を
経
過
す

る
と
有
効
性
が
減
少
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
を
予
防
す
る
に
は

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
と
し
て

よ
く
言
わ
れ
る
の
が「
手
洗
い
」で
す
。

手
の
“
し
わ
”
に
は
ウ
イ
ル
ス
が
何

千
個
と
入
る
こ
と
が
で
き
る
隙
間
が

あ
る
た
め
、
手
が
汚
染
さ
れ
て
い
る

と
触
れ
た
物
全
て
に
汚
染
が
広
が
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
手
に
つ
い
た
ウ
イ

ル
ス
を
洗
い
流
す
こ
と
が
感
染
予
防

に
は
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
咳
・
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
、

他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ
ス

ク
の
着
用
も
非
常
に
有
効
で
、
感
染

予
防
と
し
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
人
ご
み
に
出

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
体
調

管
理
に
は
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
格
的
な
冬
を
迎
え
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
す

る
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
に

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
感
染
症
が
流
行
す

る
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

気
温
が
低
く
な
る
こ
と
や
空
気
が
乾

燥
す
る
こ
と
は
特
定
の
ウ
イ
ル
ス
が

感
染
性
を
維
持
す
る
の
に
は
好
都
合

の
よ
う
で
す
。

　
本
稿
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
を
中
心
に
ウ
イ
ル
ス
の

特
徴
や
感
染
予
防
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
冬
季
に
流

行
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
主
な
原
因

と
な
る
病
原
体
で
す
。
約
38
ｎ
ｍ
の

大
き
さ
の
球
形
ウ
イ
ル
ス
で
、
仮
に

こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

（
約
６
ｍ
ｍ
）
の
大
き
さ
だ
と
仮
定
し

た
場
合
、
身
長
１
７
０
ｃ
ｍ
の
ヒ
ト

は
仙
台
と
埼
玉
県
の
熊
谷
間
の
距
離

（
約
２
７
０
ｋ
ｍ
）
に
相
当
し
ま
す
。

い
か
に
ウ
イ
ル
ス
が
小
さ
い
か
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
経
路

は
、
基
本
的
に
は
経
口
感
染
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品

や
水
を
飲
食
す
る
こ
と
で
食
中
毒
と

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
患
者
の
吐
物

や
排
泄
物
の
処
理
の
際
に
誤
っ
て
感

染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
去
に

県
内
で
集
団
発
生
し
た
事
例
で
は
入

浴
が
感
染
拡
大
の
原
因
と
推
定
さ
れ
、

塩
素
系
消
毒
剤
で
入
浴
施
設
を
十
分

に
消
毒
し
た
結
果
、
患
者
の
発
生
が

減
少
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
酸
や
乾
燥
に
強

く
、
環
境
中
で
も
感
染
性
を
長
期
間

維
持
し
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
性
を
失
く
す
た
め
に
は
85
～
90
℃
、

90
秒
以
上
の
加
熱
や
、
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
に
よ
る
消
毒
が
有

効
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

排
泄
し
た
糞
便
お
よ
び
吐
物
は
、
感

染
性
ウ
イ
ル
ス
が
高
濃
度
に
存
在
す

る
も
の
と
し
て
十
分
注
意
し
て
処
理

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
し
て
も
必
ず
し

も
皆
が
発
症
す
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
感

染
し
て
も
発
症
し
な

い
こ
と
を
不
顕
性
感

染
と
言
い
ま
す
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

の
不
顕
性
感
染
者
も
ウ
イ
ル
ス
を
排

泄
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
こ
と
が
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
原
因
の
一

つ
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め
に

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
性
が
非
常
に

高
く
10
個
か
ら
１
０
０
個
程
度
で
感
染

が
成
立
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
患
者

便
（
不
顕
性
感
染
者
も
含
む
）
や
吐
物

に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
汚
染
の
対
応
は
二
次

感
染
を
防
ぐ
上
で
も
重
要
に
な
り
ま

す
。
糞
便
や
吐
物
の
付
着
物
の
処
理
に

は
、
ま
ず
ウ
イ
ル
ス
の
量
を
減
ら
す
た

め
に
付
着
物
や
汚
染
物
を
拭
い
取
り
、

加
熱
が
可
能
な
場
合
に
は
熱
湯
で
の
煮

沸
や
ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
等
の
使
用
、

加
熱
が
出
来
な
い
場
合
は
１
，
０
０
０

～
５
，
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
の
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
（
市
販
の
有
効
塩
素
濃
度

６
％
＝
６
０
，
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
の
消
毒

薬
・
漂
白
剤
を
用
い
る
場
合
、
ペ
ッ
ト

宮
城
県
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
　
微
生
物
部

上
席
主
任
研
究
員
　
植
木
　
洋

今
の
時
期
に
注
意
し
た
い
感
染
症

特 集

ノロウイルス電子顕微鏡写真
（宮城県保健環境センター）

インフルエンザウイルス電子顕微鏡写真
（国立感染症研究所）
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し
か
し
、
い
ざ
富
山
県
に
入
る
と
晴
天

に
恵
ま
れ
、
少
々
暑
さ
す
ら
感
じ
ら
れ

た
最
高
の
天
候
で
し
た
。

　
今
回
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
印
象
深

か
っ
た
の
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
選
手
の
姿
で
し

た
。
大
会
会
場
ま
で
の
移
動
時
や
開
会

式
で
は「
楽
し
く
参
加
で
き
れ
ば
十
分
」

と
話
し
て
い
た
選
手
た
ち
で
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
競
技
が
い
ざ
始
ま
れ
ば
、
全

て
の
選
手
が
自
分
の
力
を
限
界
ま
で
発

揮
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
勝
利
を
目
指
す
男
性
選
手
の
豪
快

さ
の
裏
に
見
え
る
緻
密
な
判
断
、
自
分

の
限
界
に
挑
む
女
性
選
手
の
し
な
や
か

な
動
き
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
日
頃
の
練

習
で
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
が
垣
間
見

れ
る
よ
う
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た
選
手

の
「
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
や

笑
顔
の
背
景
に
は
、「
木
の
年
輪
の
よ

う
に
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
と
い
う
か

け
が
え
の
な
い
も
の
が
あ
る
」
そ
う
気

付
い
た
瞬
間
、
身
近
で
あ
っ
た
選
手
が

宮
城
を
代
表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
向
き
合

う
選
手
の
姿
に
、
何
か
眩
し
い
輝
き
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
、「
い
き
が
い
」

や
「
目
標
」
を
持
つ
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
し

た
。

　

試
合
が
終
わ
っ
た
後
の
相
手
を
認

め
、
讃
え
合
う
姿
も
宮
城
の
代
表
に
相

応
し
い
も
の
で
、選
手
同
士
の
交
流
は
、

富
山
県
立
山
の
空
気
の
ご
と
く
清
々
し

い
も
の
で
し
た
。
選
手
の
応
援
の
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
を
訪
れ
ま
し
た
が
、

結
果
的
に
こ
ち
ら
が
「
頑
張
れ
」
と
応

援
さ
れ
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
持
ち
で

終
え
た
４
日
間
で
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国

わ
か
や
ま
２
０
１
９
！

　
来
年
で
32
回
目
を
迎
え
る
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
は
、
和
歌
山
県
を
舞
台
に
11
月

に
開
催
予
定
で
す
。「
あ
ふ
れ
る
情
熱　

は
じ
け
る
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
、
選
手

の
皆
さ
ん
は
富
山
大
会
以
上
の
プ
レ
ー

を
魅
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
の
和
歌
山
大
会
で
も
、
宮
城
県

選
手
団
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

パ
ノ
ラ
マ　
キ
ト
キ
ト

い
ざ
富
山
へ
！

　
昨
年
11
月
２
日
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

富
山
２
０
１
８
の
総
合
開
会
式
及
び
卓

球
・
水
泳
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
18
種
目
の
競
技
に
参
加

す
る
た
め
、
宮
城
県
選
手
団
総
勢

１
４
８
名
（
役
員
７
人
含
む
）
は
富
山

県
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　
出
発
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
予

定
ど
お
り
富
山
県
に
到
着
す
る
や
い
な

や
歓
迎
ム
ー
ド
一
色
で
迎
え
ら
れ
、
宮

城
県
選
手
団
は
笑
顔
に
つ
つ
ま
れ
ま
し

た
。
駅
や
街
中
の
至
る
所
で
横
断
幕
や

ポ
ス
タ
ー
、の
ぼ
り
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
開
催
地
の
歴
史
や
文
化
を
選
手
に
伝

え
、
全
国
か
ら
集
う
選
手
を
温
か
く
歓

迎
す
る
こ
と
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の

魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

宮
城
県
チ
ー
ム
上
位
入
賞
続
出

　
宮
城
県
チ
ー
ム
は
複
数
の
種
目
に
お

い
て
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

・
サ
ッ
カ
ー
（
Ｈ
ブ
ロ
ッ
ク
）
優
勝

・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
準
優
勝

・
水
泳
個
人
の
部
で
銀
・
銅
メ
ダ
ル

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
第
１
位
グ
ル
ー
プ
、

７
ブ
ロ
ッ
ク
）
第
３
位

と
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
選
手
ら
は
「
と
て
も
和
や
か
な

良
い
大
会
で
し
た
」「
初
め
て
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
・
試
合
・
観
光
と
満
喫
し
ま
し
た
！
」

「
優
勝
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
と
て
も

貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
」と
話
し
、

参
加
し
た
選
手
に
と
っ
て
も
有
意
義
な

大
会
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

宮
城
県
社
協
応
援
記

『
シ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら

教
え
ら
れ
た
も
の
』

　
富
山
県
内
各
地
で
競
技
が
行
わ
れ
た

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
11
月
の
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
選
手
寒
さ
の
対

策
を
万
全
に
富
山
県
入
り
し
ま
し
た
。

シニア世代の健康と福祉の祭典

『ねんりんピック富山2018』大会レポート

「夢つなぐ　長寿のかがやき　富山から」をテーマに、スポーツ・文化・健康・福
祉の総合的な祭典「第31回全国健康福祉祭とやま大会」（愛称：ねんりんピック富
山2018）が、平成30年11月3日から6日までの4日間にわたり、富山県10市4町1
村を舞台に開催されました。
全国から一万人近い選手が集まり、宮城県からは強豪ぞろいの141人が18種目の
競技に参加しました。
ここでは、世代や地域を超えて交流の絆を広げた大会の様子を紹介します。

H e a r t  &  W o r k sハートアンドワークス

▲ダンススポーツ競技　氷見市 ▲ラグビー　魚津市

▲卓球　魚津市 ▲宮城県選手団に送られた応援旗 ▲総合開会式　富谷市
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み
や
ぎ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
！

「
ひ
と
り
で
就
活
を
す
る
の
は
大

変
」「
就
職
活
動
の
具
体
的
な
方
法

が
分
か
ら
な
い
」「
就
職
活
動
に
対

す
る
不
安
や
焦
り
を
解
決
し
た
い

…
」
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
み
や
ぎ
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ（
以
下「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」）

は
若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め

宮
城
県
が
設
置
し
た
施
設
で
す
。

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
前
の
パ
ル
コ
が
入

居
し
て
い
る
ビ
ル
の
12
階
に
あ

り
、
44
歳
以
下
の
求
職
者
や
転
職

を
考
え
て
い
る
在
職
者
の
方
々
な

ど
を
対
象
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
業
紹
介
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
仕
事
探
し
の
応

援
を
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
か
ら

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
来
ら
れ
た

ら
、
ま
ず
は
登
録
を
し
て
い
た

だ
き
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
就
職
活

動
に
対
す
る
考
え
、
悩
み
や
不

安
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話
し
を

聞
き
、
求
職
者
一
人
一
人
に
あ

っ
た
方
法
で
一
緒
に
仕
事
を
探

し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
何
回
か
行
い
な
が
ら
、
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
職
場
見
学
、

合
同
企
業
説
明
会
な
ど
へ
の
参

加
な
ど
を
経
て
就
職
決
定
ま
で
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

在
職
中
の
方
も
ご
利
用
く
だ

さ
いジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
で
は
、
在
職

中
の
方
が
ご
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
、
土
曜
日
の
開
設
の
ほ
か
、

水
曜
日
に
開
設
時
間
の
延
長
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
転
職
を
考
え
て

い
る
方
向
け
に
「
在
職
者
応
援

塾
」
と
い
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
分
を

売
り
込
ん
で
い
く
方
法
や
書
類

作
成
の
仕
方
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

出
前
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
も
開
催

し
て
い
ま
す

仙
台
市
の
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に

通
え
な
い
方
々
の
た
め
に
、「
出

前
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
を
各
地
で

定
期
的
に
開
催
し
、
就
職
活
動

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
や
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
個
別

就
職
相
談
）
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
は
大
河
原

町
、
大
崎
市
、
石
巻
市
及
び
気

仙
沼
市
の
４
地
域
で
実
施
し
て

い
ま
す
。「
仙
台
ま
で
は
な
か
な

か
行
け
な
い
」「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て

い
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

みやぎ若年者就職支援センター
（みやぎジョブカフェ）

〒980-8485
仙台市青葉区中央一丁目2-3仙台マークワン12F
電話：022-264-4510
e-mail：info@miyagi-jobcafe.jp
web：http://www.miyagi-jobcafe/jp
開設時間
平日（水曜日除く）10時〜18時30分
水曜日 10時〜20時
土曜日 10時〜18時
※日曜・祝日・年末年始は休館

お問い合わせ先

若者の就職をワンストップで応援します！
みやぎ若年者就職支援センター（みやぎジョブカフェ）

ひと
まち
こころ

現
在
の
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い

平
成
27
年
５
月
か
ら
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
、
平
成
30
年
９
月
に

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
を
立
ち

上
げ
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
法

人
の
管
理
運
営
、
会
計
、
利
用
者
の

相
談
援
助
及
び
作
業
指
導
な
ど
全
般

的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
型
事
業
所
ｗ
ａ
ｒ
ａ
で
は
受
託

作
業
と
自
主
製
品
の
ご
ぼ
う
茶
の
販

売
、
施
設
外
就
労
と
し
て
薪
割
な
ど

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
型
事
業
所

で
は
い
ち
ご
栽
培
を
し
て
お
り
、
1

月
か
ら
は
イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
３
月
か
ら
は
直
売
所
と
加
工
施

設
も
兼
ね
て
カ
フ
ェ
を
始
め
る
予
定
で
す
。

精
神
保
健
福
祉
士
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
あ
り
ま
す
か

大
学
は
体
育
会
系
で
し
た
が
、
養
護

学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
人

と
関
わ
る
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
ま
し

た
。
初
め
か
ら
資
格
取
得
を
目
指
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
福
祉
の
知
識
が

ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
い
ろ

い
ろ
と
勉
強
し
て
い
た
結
果
、
資
格
の

取
得
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
場
面
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か

利
用
者
の
方
に
は
病
気
や
障
害
に
よ

っ
て
失
敗
体
験
が
多
い
方
も
多
数
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
通
し
て
利
用

者
の
み
な
さ
ん
が
自
信
を
回
復
し
て
い

く
姿
や
お
話
を
聞
く
と
嬉
し
さ
を
感
じ

ま
す
。

大
変
さ
を
感
じ
る
場
面
は
あ
り
ま
す
か

い
ち
ご
栽
培
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

農
地
法
や
都
市
計
画
法
な
ど
福
祉
以
外

の
分
野
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
今
ま

で
学
ん
で
こ
な
か
っ
た
部
分
な
の
で
大

変
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
を

得
て
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

お
仕
事
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い

精
神
保
健
福
祉
士
は
根
本
的
に
は
人

権
擁
護
と
社
会
復
帰
を
担
う
精
神
医
学

や
社
会
福
祉
学
を
基
に
し
た
資
格
で
す

が
、
今
、
医
療
や
福
祉
の
分
野
に
問
わ

ず
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門

職
や
地
域
の
方
な
ど
と
出
会
え
る
こ
と

が
一
番
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

�

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

このコーナーでは福祉の職場で働く
キラリ☆と光る人を紹介します

キラリ仕事人
今号では、

一般社団法人こねくとで
精神保健福祉士の
資格を持って働く

芦田伸也(あしだしんや)さんに
お話を伺いました！

▲「wara」薪割り

▲丹精こめてつくったいちごはジューシーで美味しいですよ！

平成27年2月に開設。同年5月より就労継続支援B型
事業所waraを始め、ごぼう茶や漁網たわしの販売、薪
割などを行っています。平成30年9月からは新たに就労
継続支援Ａ型事業所を立ち上げいちごの栽培を始め、い
ちご狩りや新鮮ないちごを使ったカフェなど活躍の幅を
広げています。

〔お問い合わせ先〕
〒981-1243
名取市高舘川上字八反3-5
電話番号　022-796-0813

一般社団法人こねくと

ジョブカフェは、ワンストップで
あなたのしごと探しをサポートします！

人口／ 37,971 人
　　（平成 30年 8月末日現在）
社協職員数／５０人

就職決定！

ジョブカフェ登録

キャリアコンサルティング
就職の第一歩！

就職支援
セミナー

職業能力開発

就職活動の
ノウハウを学ぶ！

職場見学・職場体験

職業紹介

いよいよ就職したい
と思ったら！

スキルアップ
のための情報提供

▲ジョブカフェの様子

7
vol.601  2019年1月号
福祉みやぎ 6

vol.601  2019年1月号
福祉みやぎ



いま
の
宮城復興

地
域
の
調
整
役
・
Ｃ
Ｓ
Ｗ

「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
）」
は
、
個
人
の
悩
み
に
寄

り
添
い
、
地
域
で
自
立
生
活
を
送
る
た

め
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
具
体
的

援
助
を
提
供
し
つ
つ
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
行
う
ワ
ー
カ
ー
と
言
え

ま
す
。「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
な

ど
と
も
呼
ば
れ
、
社
協
を
は
じ
め
と
す

る
多
様
な
機
関
に
配
置
さ
れ
る
職
名
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
個
人
、

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
町
内
会
な

ど
の
住
民
自
治
組
織
で
、
地
域
住
民
や

関
係
者
と
協
力
し
、
地
域
の
課
題
を
自

分
た
ち
の
手
で
解
決
に
近
づ
け
る
た
め

に
一
緒
に
活
動
し
、
調
整
役(

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー)

と
し
て
活
躍
す
る
方
々
も
、

Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

東
北
学
院
大
学
（
仙
台
市
）
で
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
人
材
の

育
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
度
は
災
害
（
復
興
）
公

営
住
宅
（
以
下
「
公
営
住
宅
」
と
い
う
。）

と
そ
の
周
辺
地
区
な
ど
、
被
災
地
の
自

治
会
等
活
動
発
表
会
を
県
社
協
と
共
催
。

町
内
会
や
自
治
会
関
係
者
、
公
営
住
宅

入
居
者
な
ど
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む

方
々
、
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
行
政
担
当
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
協
な

ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

住
民
力
と
地
域
力
の
可
能
性
を
探
る

住
ま
い
が
失
わ
れ
た
被
災
地
域
、
新
た

な
生
活
の
場
と
な
る
多
く
の
公
営
住
宅

や
集
団
移
転
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
長
年

か
け
て
築
い
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
解

体
し
、
新
た
な
関
わ
り
の
場
が
作
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
『
災
害
公

被災地の知恵を発信！
　　　　　　　　住民力×地域力で地域を活性化
東北学院大学地域共生推進機構　平成３０年度ＣＳＷ公開研究会

「災害公営住宅自治会等活動発表会」
少子高齢化やひとり暮らし世帯の増加などの社会環境の変化、核家族化や住民意識の変化により、住民同士の
つながりの希薄化が指摘されています。地域の課題も多様かつ複雑化していることから、行政や従来の制度だけ
でそのニーズに応えることは難しく、それぞれの地域に適した住民と専門職とのネットワーク支援の仕組みづくり
が求められています。
特に被災地域では、人口減少、高齢化、地域力の低下などが加速度的に進む傾向にあり、コミュニティの再構築
が大きな課題です。地域の課題に取組み、それぞれの工夫で活発に活動を展開している関係者が一堂に会し、県
内の多様な地域課題に取り組む事例をとおして地域力の可能性を知る機会として、東北学院大学と宮城県社会福
祉協議会が共同で発表会を開催しました。

▲ホールでの発表。被災地域の課題に向き合う活動が報告されました。

営
住
宅
自
治
会
等
活
動
発
表
会
』
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
中
心
的
役
割
を

担
う
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
か
ら
、
公
営

住
宅
入
居
者
と
地
域
の
融
合
を
目
的
と

し
た
行
事
の
企
画
や
、
人
口
が
激
減
し
た

被
災
地
区
の
新
た
な
関
係
づ
く
り
な
ど
、

同
じ
地
区
の
住
民
と
し
て
被
災
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
一
緒
に
取
組
む
様
子
に
つ
い

て
。
ま
た
入
居
者
自
身
が
立
ち
上
げ
、
住

民
同
士
や
外
部
支
援
者
と
協
力
し
進
め

て
い
る
見
守
り
訪
問
活
動
や
、
世
代
を
越

え
て
誰
も
が
集
え
る
場
づ
く
り
と
サ
ロ
ン

の
運
営
の
取
組
み
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

支
援
者
の
立
場
か
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
を
担
う
自
治
会
や
公
営
住
宅
入

居
者
へ
の
支
援
、
農
作
業
を
と
お
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
世
代
間
交
流
な
ど

の
取
組
み
、
支
援
者
に
よ
る
地
域
内
の
つ

な
が
り
づ
く
り
や
、
地
域
の
特
色
を
活
か

す
た
め
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
人
間

関
係
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
事
例
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
や
公
営
住
宅
周
辺
地
区
で
は
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
「
地
域
の
力
」
で
の
解

決
に
向
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
と
住

民
の
力
を
生
か
し
た
取
組
み
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
時
に
は
調
整

役
に
、
時
に
は
推
進
役
と
な
っ
て
活
躍

す
る
地
域
の
世
話
役
を
は
じ
め
と
し
た

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

お
ら
ほ
の
い
い
と
こ
自
慢

お
知
恵
拝
借
×
仲
間
づ
く
り

発
表
後
に
設
け
ら
れ
た
「
お
ら
ほ
の

い
い
と
こ
自
慢
」
で
は
、
各
事
例
に
つ

い
て
参
加
者
か
ら
の
質
問
や
意
見
交
換
、

発
表
者
の
悩
み
へ
参
加
者
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
、
多
方
面
か
ら
「
お
ら
ほ
」

＝
「
私
た
ち
の
と
こ
ろ
・
地
域
」
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
の
知
恵
が
集
ま
り
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
と
の
交
流
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
活
動
の
き
っ
か
け

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
」「
他
の

地
区
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
参
考
に
し
た
い
」
な
ど

の
感
想
と
共
に
、
発
表
者
か
ら
は
「
当

た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
の
方
々
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

自
分
た
ち
の
活
動
は
と
て
も
大
事
な
こ

と
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

励
み
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
嬉
し
い
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
民
力
と
地
域
力
の
醸
成
を
目
指
し
て

日
々
の
声
が
け
な
ど
何
気
な
い
小
さ

な
積
み
重
ね
か
ら
生
ま
れ
た
つ
な
が
り

か
ら
広
く
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
多
世
代

に
よ
る
活
動
ま
で
、
ど
の
事
例
も
地
域

へ
の
愛
着
、
自
分
た
ち
が
生
活
す
る
地

区
を
よ
り
良
い
住
み
や
す
い
地
域
に
し

た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る

発
表
で
し
た
。

被
災
地
特
有
の
課
題
を
背
景
に
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
に
向
き
合

う
取
組
み
か
ら
は
、
行
政
や
専
門
職
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
も
一
緒
に
考

え
、
解
決
に
向
か
っ
て
取
組
む
過
程
を

繰
り
返
し
、
気
づ
き
と
学
び
を
得
て
い

く
こ
と
が
、「
我
が
事
」
の
地
域
づ
く
り
、

「
地
域
共
生
社
会
」
に
つ
な
が
る
こ
と
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
は
、
そ

こ
に
住
み
生
活
す
る
私
た
ち
自
身
の
願

い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
指
す
地
域
の

姿
に
向
け
た
仕
組
み
作
り
を
進
め
る
に

は
、
時
間
と
根
気
が
必
要
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
要
と
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
的
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
住
民
の

力
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
と
地
域
力

の
向
上
、
さ
ら
に
は
被
災
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
よ
り
多
く
の
Ｃ

Ｓ
Ｗ
の
視
点
を
持
っ
た
人
づ
く
り
を
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲発表内容はパネルでも展示されました。

▲住民が日々行っている体操を参加者も一緒に体験しました。

▲意見交換や仲間づくりなどの交流で盛り上がりました。
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みやぎ いきいきシニアだより

宮
城
県
社
協
が
開
催
し
た
「
第
25
回
宮

城
県
シ
ニ
ア
美
術
展
」
書
部
門
に
お
い
て
最

優
秀
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
昨
年
11
月
３
日
か

ら
６
日
ま
で
富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
２
０
１
８
美
術
展
」
書
の

部
に
出
展
し
、
一
般
財
団
法
人
長
寿
社
会
開

発
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
久
保
内

碧
洋
さ
ん
（
仙
台
市
青
葉
区
中
山
在
住
・
79

歳
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

久
保
内
さ
ん
は
受
賞
し
た
作
品
に
つ
い

て
「
中
国
の
詩
人
「
杜
甫
」
が
詠
ん
だ
「
杜

少
陵
詩
」
の
漢
詩
を
書
き
ま
し
た
。
今
回
は

初
め
て
４
行
書
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、墨
量
、

文
字
の
変
化
・
強
弱
、
行
間
の
バ
ラ
ン
ス
に

苦
労
し
、
50
枚
ほ
ど
書
き
込
み
仕
上
げ
た
も

の
な
の
で
思
い
出
の
強
い
作
品
で
す
」
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

書
道
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
好
き
だ
っ
た

そ
う
で
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
50
代
か
ら

習
い
始
め
、
５
～
６
年
前
に
書
道
展
で
見
た

作
品
の
書
体
に
興
味
を
持
ち
、
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
に
入
門
し
た
そ
う
で
す
。

久
保
内
さ
ん
は

「
書
道
展
に
出
展

す
る
作
品
は
、
朝

早
く
起
き
て
書
く

こ
と
が
多
い
で

す
。
主
人
に
は
私
の
趣
味
に
対
し
て
理
解
と

協
力
を
し
て
も
ら
い
書
道
が
で
き
る
の
で
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
に
こ
や
か
に
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「『
書
の
線
の
変
化
、
味
の
あ
る
線
を
引

け
る
よ
う
に
』を
目
指
し
て
書
い
て
い
ま
す
。

時
間
に
追
わ
れ
る
中
で
も
、
楽
し
み
な
が
ら

書
い
て
い
き
た
い
で
す
。
シ
ニ
ア
美
術
展
が

あ
る
こ
と
を
先
生
に
教
え
ら
れ
出
展
し
ま
し

た
が
、
部
門
が
多
い
の
で
見
る
の
も
楽
し
み

で
す
。
も
っ
と
多
く
の
方
が
出
展
で
き
る
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

主
人
の
理
解
と
協
力
に
支
え
ら
れ

漢
詩
の
４
行
書
に
挑
戦

宮
城
県
七
ツ
森
希
望
の
家

在
宅
の
心
身
障
害
児
者
と
家
族

の
た
め
の
保
養
の
場
で
す
。
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
、
大

き
な
お
風
呂
と
温
か
い
食
事
を
堪

能
い
た
だ
き
、
癒
し
の
場
と
し
て

ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

友
・
遊
な
な
つ
も
り

創
作
活
動
な
ど
の
自
由
参
加
型

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
付
き
の
宿
泊

プ
ラ
ン
で
す
。

ゆ
っ
た
り
プ
ラ
ン

ゆ
っ
た
り
と
お
風
呂
に
入
っ
て
い

た
だ
け
る
冬
期
の
宿
泊
プ
ラ
ン
で
す
。

い
ず
れ
も
要
予
約
で
す
。
ご
興
味
の

あ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
自
主
事
業
☆

こ
の
他
、
自
主
事
業
と
し
て
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
な

な
い
ろ
く
れ
よ
ん
」、
重
度
心
身
障

害
児
者
多
機
能
型
事
業
所
「
ふ
わ

り
」
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

こんなこと
やってます
ここでは、宮城県社協の
事業をご紹介いたします

▲久保内さんと受賞作品（左側）

園庭の様子。　　　▶
広い園庭にはプール
もあり、夏には元気
な声で賑わいます。

◀クラフトの一
例。いろいろ
な種類が体験
できます。

ちいきを

み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
防
災
活
動
、
福
祉
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
ま
す

なつ
ぐ昨

今
の
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
の

進
行
、
家
族
形
態
の
変
容
な
ど
を
背

景
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
住

民
同
士
の
関
係
性
が
希
薄
化
し
「
地

域
全
体
で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え

る
」
と
い
う
考
え
方
が
次
第
に
失
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
子

ど
も
達
の
育
成
環
境
の
総
合
的
な
充

実
と
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
と
学
校
の
つ
な

ぎ
役
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
の
協

力
に
よ
り
地
域
と
学
校
が
協
働
し
て

い
る
、
富
谷
市
成
田
地
区
の
「
地
域

と
学
校
が
繋
が
る
防
災
活
動
」
を
紹

介
し
ま
す
。

地
域
と
学
校
の
橋
渡
し

富
谷
市
成
田
地
区
町
内
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
、
子
ど
も
達
の

笑
顔
や
行
動
に
元
気
づ
け
ら
れ
た

経
験
か
ら
、
中
学
生
が
持
つ
力
へ

の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

成
田
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
の
豊

か
な
学
び
を
創
造
す
る
た
め
、「
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
お
り
、
こ
の
両
者
の
想

い
を
繋
ぐ
た
め
、「
成
田
中
学
校
さ

さ
え
隊
（
以
下
『
さ
さ
え
隊
』）」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。「
協
力
関
係

の
醸
成
に
は
、
お
互
い
の
事
情
や

課
題
を
理
解
し
あ
う
こ
と
が
不
可

欠
。
学
校
と
地
域
を
繋
ぐ
存
在
が

必
要
だ
っ
た
。」
そ
う
話
す
の
は
、

さ
さ
え
隊
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
増
田
恵
美
子
（
ま
す
だ
え
み
こ
）

さ
ん
。
増
田
さ
ん
は
、
過
去
に
成

田
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
関
わ

っ
て
い
た
時
に
、
学
校
の
課
題
や

多
忙
な
状
況
が
見
え
た
こ
と
か
ら
、

地
域
で
支
え
て
い
く
体
制
が
大
切

だ
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
現
在
さ

さ
え
隊
に
は
、
町
内
会
長
を
始
め
、

交
通
安
全
協
会
や
社
会
福
祉
協
議

会
、
学
校
教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
も

協
力
し
て
お
り
、
学
校
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
取
組
む
体
制
が
出

来
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
達
を
地
域
の
「
宝
」
へ
！

さ
さ
え
隊
の
結
成
を
機
に
「
防

災
を
柱
と
し
た
活
動
」
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
重
ね
、
成
田
中
学
校

で
の
総
合
学
習
「
地
域
と
の
防
災

活
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
７
月

の
活
動
で
、
１
学
年
は
福
祉
施
設

や
商
店
な
ど
の
地
域
の
方
々
と
共

に
福
祉
･
職
業
体
験
、
普
段
の
暮

ら
し
の
中
で
地
域
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
学
び
、
２
学
年
は
町

内
会
の
方
々
と
一
緒
に
地
域
活
動

を
行
い
、
自
分
が
暮
ら
す
地
域
を

改
め
て
知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

３
学
年
は
、
２
年
間
の
経
験
を
活

か
し
た
避
難
所
運
営
の
疑
似
体
験

か
ら
、
地
域
の
一
員
と
し
て
の
役

割
を
体
験
し
ま
す
。
３
年
間
の
活

動
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
が
自
分

の
役
割
や
、
地
域
の
人
達
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
で
「
地
域
へ
の
愛
着
」
が
育
ま

れ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
達
の
素
晴

ら
し
い
反
応
・
感
想
が
大
人
の
意

識
に
繋
が
り
、
大
人
の
意
識
の
高

さ
が
子
ど
も
達
の
感
性
に
届
く
。」

と
増
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
こ
の

良
い
循
環
を
切
ら
さ
ず
に
、
大
人

と
子
ど
も
が
共
に
学
び
合
え
る
活

動
は
、
ま
さ
に
「
地
域
と
共
に
あ

る
学
校
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
さ
ら
に
醸

成
し
て
い
く
成

田
地
区
の
活
動

を
今
後
も
注
目

し
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
と
学
校
の
協
働
で
地
域
を
耕
す

～
富
谷
市
立
成
田
中
学
校
×
成
田
中
学
校
さ
さ
え
隊
の
取
組
み
～

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

宮
城
県
七
ツ
森
希
望
の
家

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
上
童
子
沢
21

連
絡
先　
0
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‐
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5
‐
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7
0
1

▲学校と地域が協働することで
　総合学習は実施されています。
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